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特集　明治 150 年

平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
は
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
か
ら
起
算
し
て
満

一
五
〇
年
に
当
た
る
。

明
治
以
降
、
近
代
国
民
国
家
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
日
本
は
、
明
治
期
に

お
い
て
多
岐
に
わ
た
る
近
代
化
へ
の
取
組
を
行
い
、
国
の
基
本
的
な
形
を
築
き
上

げ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
若
者
や
女
性
等
が
海
外
に
留
学
し
て
知
識
を
吸
収
し
、
外

国
人
か
ら
学
ん
だ
知
識
を
活
か
し
つ
つ
、
単
な
る
西
洋
の
真
似
で
は
な
い
、
日
本

の
良
さ
や
伝
統
を
活
か
し
た
技
術
や
文
化
も
生
み
出
さ
れ
た
。

政
府
は「
明
治
一
五
〇
年
」を
迎
え
る
平
成
三
〇
年
を
節
目
と
し
て
、
改
め
て
明

治
期
を
振
り
返
り
、
将
来
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、
様
々
な
取
組
を
実
施
し
た
。

外
交
史
料
館
で
も
「
明
治
一
五
〇
年
」
事
業
と
し
て
、
館
内
外
で
の
展
示
会
開

催
、
国
書
・
親
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
所
蔵
史
料
検

索
シ
ス
テ
ム
の
開
設
、
同
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
た

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
公
開
な
ど
、
一
年
を
通

し
て
、様
々
な
取
組
を
実
施
し
た
。本
号
で
は
、「
特

集
明
治
一
五
〇
年
」
と
し
て
、
各
事
業
の
内
容
を

紹
介
す
る
記
事
を
以
下
に
掲
載
す
る
。

ま
た
、
当
館
が
主
体
と
し
て
実
施
し
た
事
業
以

外
に
、
他
機
関
が
実
施
し
た
取
組
へ
の
協
力
も

行
っ
た
。
主
な
も
の
と
し
て
は
、
国
土
交
通
省
が
実
施
し
た
「
明
治
記
念
大
磯
邸

園
」
整
備
事
業
へ
の
協
力
が
挙
げ
ら
れ
る
。
神
奈
川
県
大
磯
町
に
は
、
明
治
期
の

立
憲
政
治
確
立
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
伊
藤
博
文
や
大
隈
重
信
の
邸
宅
な

ど
、
歴
史
的
遺
産
が
集
中
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
同
事
業
で
は
、
こ
れ
を
一
体
的

に
保
存
し
、
邸
宅
内
部
に
明
治
期
の
立
憲
政
治
に
関
す
る
資
料
等
を
展
示
し
、
邸

宅
と
と
も
に
一
般
に
公
開
し
た
。
当
館
で
は
、旧
陸
奥
宗
光
邸
に
展
示
さ
れ
た「
日

墨
修
好
通
商
航
海
条
約
」（
調
印
書
）
レ
プ
リ
カ
作
成
へ
の
協
力
や
、「
日
英
通
商

航
海
条
約
」（
批
准
書
）
及
び
「
蹇
蹇
録
」
の
画
像
を
提
供
し
、
展
示
用
パ
ネ
ル

作
成
に
協
力
し
た
。

ま
た
、他
機
関
が
開
催
し
た
三
つ
の
展
示
会
へ
当
館
の
史
料
一
四
点
を
出
展
し
た
。

出
展
記
録
は
次
ペ
ー
ジ
の
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
ほ
か
、掲
載
・
放
映
の
た
め

の
特
別
撮
影
や
画
像
提
供
に
応
じ
た
も
の
が
一
八
件
あ
っ
た（
二
次
利
用
を
含
む
）。

こ
の
よ
う
な
取
組
が
、
明
治
以
降
の
日
本
外
交
の
歩
み
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
外
交
の
在
り
方
を
考
え
て
頂
く
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。
ま
た
、
外
交
史
料
館
で
は
、
引
き
続
き
、
歴
史
的
に
重
要
な
史
料
を
保
存
管

理
す
る
と
と
も
に
、
本
年
開
設
に
至
っ
た
所
蔵
史
料
検
索
シ
ス
テ
ム
を
今
後
さ
ら

に
充
実
さ
せ
、
史
料
利
用
の
際
の
利
便
性
が
よ
り
向
上
す
る
よ
う
、
更
な
る
努
力

を
重
ね
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

特
集　明

治
一
五
〇
年

明治 150 年関連施策推進ロゴマーク
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